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毎年恒例の新春ジャンボかるた大会が１月６日、大島絵本
館で開かれ、約８０人の親子連れがかるた遊びを楽しみました。
市内の名所や名物、民謡などを読み込んだオリジナルのジ

ャンボかるたは、昨年、射水市の誕生に合わせ新調。参加し
た幼児や小学生は、句が読み上げられると、大きな円の中に
並べられた４４枚の絵札に駆け足で飛びつき、獲得した絵札を
両親らに誇らしげに見せていました。

― 大島絵本館 新春ジャンボかるた大会 ―
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葉
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史
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と
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憲
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環境の美化と保全�

融和の推進�

生命力の強化�

国際力の育成�

生活力の向上�

前　文

前文では射水市らしさを示しました。前段では、射水市の風土と
歴史を述べ、後段では、そのすばらしい歴史や文化、産業を市民一
人ひとりが守り、後世へ引き継ぎ発展させていく責任を示しました。
そして、そのためには市民がただ生きるのではなく、「よく生きる」
ことが大切だと考えました。
「よく生きる」とは、美しく生きる、正しく生きると言い換える

こともできます。自分を常に正しく律しながら、品格ある生き方を
目指していくことを意味しています。市民一人ひとりがそのように
生きて欲しいという願いを込めました。

市民憲章の解説
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市
で
は
、
市
民
が
郷
土
を
愛
し
、
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
生
活
で
き
る

環
境
の
も
と
で
、
限
り
な
い
発
展
を
遂
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
市

民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

市
民
憲
章
を
旗
印
に
し
、
市
民
が
一
日
も
早
く
一
体
感
を
醸
成
さ
せ
、
市

民
参
画
の
も
と
、
協
働
で
ふ
る
さ
と
射
水
を
創
造
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
理
想
像
を
掲
げ
て
空
間
環
境
的
な
達
成
目
標
を
示
し
、
個
々

人
の
生
活
を
快
い
も
の
に
す
る
た
め
の
社
会
生
活
的
な
努
力
目
標
を
示

す
こ
と

市
民
憲
章
と
は

平成１５年９月１７日　　第５回射水地区広域圏合併協議会において、
「市民憲章については、新市において検討す
るものとする」と決定

平成１７年２月２５日　　合併協定調印式
１１月１日　　「射水市」誕生

平成１８年７月１９日　　第１回射水市民憲章起草委員会
市長から諮問

８月１１日　　第１回正副委員長会議
８月２３日　　第２回正副委員長会議
９月１５日　　第３回正副委員長会議
９月２５日　　第２回射水市民憲章起草委員会
１０月２日　　射水市議会全員協議会で説明、意見聴取
１０月１１日～　市民から意見募集（１１月１５日まで）
１１月１５日　　第３回射水市民憲章起草委員会
１１月２２日　　市長へ市民憲章案を答申
１２月７日　　市議会に提案
１２月２０日　　市議会で議決

平成１９年１月１日　　制定、公表

射水市民憲章制定までの経過
射水市民憲章起草委員会

委 員 長　時澤　　貢
（元富山大学長）

副委員長　宗　　孝文
（富山大学名誉教授）

〃 久泉　迪雄
（富山県歌人連盟会長）

委　　員　小林　博之
（高岡地区人権擁護委員協議会
射水地区委員会長）

〃 島田重太郎
（射水市自治会連合会長）

〃 瀬山　和子
（射水市男女平等・共同参画推進委員会長）

〃 田村　京子
（射水市観光ボランティア連絡協議会長
射水市社会教育委員）

〃 眞岸　潤子
（元富山県ＰＴＡ連合会長）

本　文

「・・・しよう」という呼び掛け調の５項目とし、市民の主体性、
自主性を強調しました。また、５項目の順序は「いのち」を基盤と
しながら、自分を中心に、「修

しゅう

身
しん

斉
せい

家
か

治
ち

国
こく

平
へい

天
てん

下
か

（自分の行いを正
しくして、次に家庭をととのえ、国が治まり天下が平和になる）」
という同心円的な順に並べました。
第１条　環境の美化と保全
すばらしい環境に恵まれた射水市は、「いのち」を育む豊かな

「水」がめぐり流れています。この環境をまもりつづけたいという
願いを表しました。また野山ではなく人と自然が交錯する「里山」
という言葉が射水市にマッチしています。
第２条 融和の推進
地域のつながりの原点は家庭です。家族そろって心身ともに健や

かで明るい家庭生活を営むことによって、社会全体の融和が築かれ
ます。
第３条 生命力の強化
学びを礎として勤労があり、その結果として安らぎが生まれ、ま

ちがにぎわいます。安らぎやにぎわいは、明日への生命力を強め、
幸せな生きがいづくりを生み出します。
第４条　生活力の向上
衣食住にかかわる生活文化や学問・芸術などにかかわる精神文化

など、文化は産業をさかんにし、産業がまた文化を豊かにします。
文化と産業は密接に関わっており、この両者が一つとなって生活力
が向上します。
第５条　国際力の育成
射水市は国際港湾やインターチェンジを抱え、空港も比較的近い

ところにあります。これからは、「人の和」を大切に、国際人とし
て世界に羽ばたく大きな視野をもった人づくりが大切です。
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昨
年
の
２
月
１０
日
か
ら
１１
月
１７
日
ま
で
、
市
内
全
２７
地
区
に
お
い
て

「
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
射
水
市
の
一
体
感
を
醸
成
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題
、
要
望
、
状
況
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と

行
政
が
直
接
話
し
合
い
、
そ
の
課
題
な
ど
を
把
握
し
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
を
目
的
に
市
内
全
域
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
概
要
と
主
な
質
問
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
校
下

自
治
会
を
基
本
と
し
、
市
長
を
は

じ
め
教
育
長
、
各
部
長
、
行
政
セ

ン
タ
ー
長
が
出
席
し
、
市
民
と
膝

を
交
え
て
対
話
し
ま
し
た
。

ど
の
地
区
に
お
い
て
も
多
く
の

住
民
の
方
が
参
加
し
、
１
時
間
３０

分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
熱
心
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
時
間
を
延
長
し
て
意
見

を
交
わ
し
た
地
区
も
あ
り
ま
し

た
。タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
質

疑
は
、
全
地
域
で
合
計
４
１
９
回

あ
り
、
す
べ
て
の
部
局
に
関
し
て

質
問
、
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

部
局
別
質
疑
状
況
は
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。
質
問
が
１
番
多
か

っ
た
部
局
は
都
市
整
備
部
の
１
１

９
件
で
、
全
体
の
２８
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
道
路
新

設
、
改
修
、
整
備
、
消
雪
設
置
な

ど
、
身
近
な
問
題
で
も
あ
り
、
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
に
関

心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、

市
内
全
域
で
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

２
番
目
は
企
画
総
務
部
の
８０
件

で
、
全
体
の
１９
・
１
％
を
占
め
、

質
問
が
多
か
っ
た
項
目
の
内
容

と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
統
合
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

Ａ
分
庁
舎
方
式
で
は
非
効
率
で

あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
不
便
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
統
合

庁
舎
建
設
の
議
論
を
し
た
い
。

現
在
「
射
水
市
統
合
庁
舎
建
設

調
査
委
員
会
」
で
検
討
し
て
い

る
。
平
成
１９
年
３
月
に
報
告
書

と
し
て
提
出
す
る
。
現
在
の
６

庁
舎
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

充
実
に
つ
い
て

Ａ
１０
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
実
証
運
行
を
行
い
、
平
成

１９
年
４
月
か
ら
本
格
運
行
さ
せ

た
い
。
運
行
に
当
っ
て
は
、
病

院
や
市
役
所
な
ど
公
共
施
設
、

ま
た
Ｊ
Ｒ
や
万
葉
線
な
ど
公
共

交
通
機
関
と
連
携
さ
せ
通
勤
通

学
に
配
慮
す
る
こ
と
、
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
社
会
参
加
に

配
慮
す
る
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
に

し
て
い
る
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
た
い
の
で
、乗
車
し
、

意
見
、
感
想
を
聞
か
せ
て
欲
し

い
。

Ｑ
消
融
雪
整
備
計
画
に
つ
い
て

Ａ
地
域
に
応
じ
た
除
雪
、
融
雪

体
制
を
整
え
、
克
雪
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
旧
市
町
で
の
整
備
計
画
の

完
了
促
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
安
定
し
た
水
源
確
保
を
念

頭
に
市
全
体
で
新
た
な
計
画
を

作
成
し
、
諸
条
件
が
整
っ
た
段

階
で
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
小
中
学
校
、
公
民
館
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

Ａ
市
内
の
小
学
校
の
多
く
は
、

ま
だ
耐
震
補
強
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
順
次
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。
公
民
館
に
つ
い
て
も
施

設
の
老
朽
度
や
周
辺
施
設
と
の

一
体
的
利
用
も
含
め
て
、
射
水

市
の
全
公
民
館
を
対
象
に
整
備

計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
総
合
計
画
の
中
で
、
い
つ

か
ら
ど
の
順
番
で
工
事
を
始
め

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
特
産
品
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）
づ

く
り
に
つ
い
て

Ａ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は
市
民
の
意

識
改
革
に
つ
な
が
る
。
市
民
は

地
域
に
豊
富
な
資
源
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
な
い
。ま
ず
、

市
民
が
地
域
の
良
さ
を
知
り
、

見
つ
め
直
し
、
評
価
し
、
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
検

討
組
織
を
設
置
し
、
Ｐ
Ｒ
方
法

や
支
援
体
制
な
ど
総
合
的
に
協

議
し
て
い
く
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
市

民
の
声
を
直
接
聴
き
、
地
域
の
状

況
な
ど
を
把
握
す
る
非
常
に
有
効

な
事
業
で
す
。
市
民
参
画
で
市
民

と
の
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
も
、
実
施
手
法
な
ど
を

検
討
し
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
質
問
内

容
及
び
回
答
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
開
催
地
区
ご
と
に

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

自
分
の
住
む
地
域
の
活
性
化
策
や

統
合
庁
舎
建
設
、
防
災
関
係
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
し
た
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
住
む
地
域
が

取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
や
、

分
庁
舎
方
式
を
不
便
と
感
じ
て
い

る
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
海
や
庄
川
な
ど
の
河

川
に
近
い
地
域

の
方
か
ら
は
、

防
災
体
制
に
つ

い
て
の
質
問
が

多
く
寄
せ
ら

れ
、
万
一
の
災

害
な
ど
に
不
安

が
あ
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し

た
。３

番
目
は
教

育
委
員
会
で
、

小
中
学
校
な
ど

学
校
施
設
や
公

民
館
の
改
築
・

改
修
な
ど
に
関

す
る
も
の
が
多

く
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
の
安
全

や
ス
ポ
ー
ツ
関

係
の
質
問
も
含

め
６６
件
が
あ

り
、
全
体
の
１５
・
８
％
を
占
め
、

教
育
に
関
す
る
関
心
が
高
い
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
交
通
関
係
に
関
す
る
質
問
な

ど
で
市
民
環
境
部
が
１２
・
４
％
、

農
業
・
商
業
関
係
の
質
問
な
ど
で

産
業
経
済
部
が
１０
・
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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市民の声を市政へ！�
～平成18年タウンミーティング～�

都市整備部�
28.5%

教育委員会�
15.8% 企画総務部�

19.1%

市民環境部�
12.4%

産業�
経済部�
10.8%

●タウンミーティング開催実績

地区名 開催日・開催場所 参加
人数

二 口 ２月１０日（金）
二口公民館 ６０

大 島 ２月２５日（土）
大島公民館 ８０

櫛 田 ３月３０日（木）
櫛田公民館 ７０

三 ケ ４月１１日（火）
三ケ公民館 ８０

戸 破 ４月１３日（木）
戸破公民館 ６０

浅 井 ４月１８日（火）
浅井公民館 ８０

下 ４月２０日（木）
下村公民館 ７０

橋 下 条 ４月２５日（火）
橋下条公民館 ４０

水 戸 田 ５月９日（火）
水戸田公民館 ７０

大 門 ５月２３日（火）
大門公民館 ４０

金 山 ５月２５日（木）
金山公民館 ６０

塚 原 ５月３０日（火）
塚原公民館 ７０

南太閤山 ６月２６日（月）
南太閤山公民館 ７０

中太閤山 ６月２７日（火）
中太閤山公民館 ９０

太 閤 山 ７月３日（月）
太閤山公民館 ４５

黒 河 ７月１０日（月）
黒河公民館 ６０

池 多 ７月２１日（金）
池多公民館 ７０

大 江 ７月２７日（木）
大江公民館 ８０

放 生 津 ８月８日（火）
あゆの風センター ９０

新 湊 ９月５日（火）
新湊公民館 １５０

中 伏 木 ９月２８日（木）
庄西公民館 ５０

作 道 ９月２９日（金）
作道公民館 １４０

堀 岡 １０月５日（木）
堀岡福祉センター １２０

片 口 １０月３１日（火）
片口公民館 １００

海 老 江 １１月８日（水）
海老江公民館 １００

七 美 １１月１３日（月）
七美公民館 ９０

本 江 １１月１７日（金）
本江公民館 ８０

計 2,115

開
催
状
況

部
局
別
質
疑
状
況

主
な
質
問
内
容
と
回
答

今
後
の
方
針
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平
成
１８
年
分
の
市
・
県
民
税
、
所
得
税
の

申
告
相
談
と
申
告
書
の
受
付
を
８
ペ
ー
ジ
の

日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申

告
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
土
地
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得（
株
式
含
む
）

が
あ
る
方
や
雑
損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
高
岡
税
務
署
で
申
告
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

市
・
県
民
税
の
申
告

平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、
射
水
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
前
年
中
（
平
成
１８
年
１
月
１

日
か
ら
同
年
１２
月
３１
日
ま
で
）
に
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

�
営
業
、
農
業
、
漁
業
、
地
代
、
家
賃
、
年

金
、
配
当
、
一
時
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
方

�
給
与
所
得
の
他
に
所
得
が
あ
っ
た
方

�
年
の
途
中
で
退
職
し
た
方

�
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
な
ど
を
受
け

よ
う
と
す
る
方

�
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
収
入
の
な
い
方

（
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象
に
な

っ
て
い
る
方
を
除
く
）

な
お
、
所
得
が
給
与
だ
け
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
方
や
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告

�
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
方

で
、
前
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
所

得
控
除
（
基
礎
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
）

の
合
計
額
を
超
え
る
方

�
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
て
利
益
を
得
た
　

方
�
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年
収
が
２
千

万
円
を
超
え
る
方
、
②
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
金
額
が
２０
万
円

を
超
え
る
方
、
③
給
与
を
２
か
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
方

�
生
命
保
険
契
約
な
ど
の
満
期
払
戻
金
に
、

一
時
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
る
方

申
告
に
必
要
な
も
の

�
申
告
書

�
印
鑑

�
計
算
に
必
要
な
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
帳

簿
な
ど
）

�
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
保
険
料
）
な
ど
の
領
収
書

�
寄
付
金
、
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

は
、
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

�
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
障
害
者
手

帳
な
ど
障
害
の
等
級
を
証
明
す
る
も
の

�
申
告
書
の
控
え
（
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
）

確
定
申
告
す
れ
ば
所
得
税
の
戻
る
方

還
付
申
告
は
、
２
月
１６
日
以
前
で
も
税
務

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

�
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方

�
給
与
所
得
者
で
平
成
１８
年
の
中
途
で
退
職

し
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

�
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
住
宅
を
新

築
や
購
入
、
増
改
築
し
た
方
（
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
）

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

新
築
・
中
古
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方

①
住
民
票
の
写
し

②
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本
（
登
記

事
項
証
明
書
）

③
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買
契
約
書
の

写
し

④
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書

増
改
築
さ
れ
た
方

①
〜
④
の
書
類
に
加
え

⑤
建
築
確
認
通
知
書
ま
た
は
検
査
済
証
の
写

し
ま
た
は
増
改
築
工
事
証
明
書

敷
地
購
入
費
も

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る
方

①
〜
④
の
書
類
に
加
え

⑤
敷
地
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

⑥
敷
地
に
係
る
売
買
契
約
書
の
写
し

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、給
与
所
得
者
の
方
は
、

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
が
必
要
で
す
。

主
な
制
度
改
正
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
か
ら
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
に
よ
り
、
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す
。

税
源
移
譲
は
、
地
方
分
権
を
進
め
る
三
位

一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
身
近
な

市
町
村
が
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

住
民
税
所
得
割
の
税
率
は
従
来
３
段
階
の

超
過
累
進
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
所

得
の
多
い
少
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
一
律
１０
％

の
比
例
税
率
に
変
わ
り
ま
す
。

比
例
税
率
化
に
伴
い
、
住
民
税
に
つ
い
て

は
最
低
税
率
が
５
％
か
ら
１０
％
に
引
き
上

げ
、
最
高
税
率
が
１３
％
か
ら
１０
％
に
引
き
下

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
所
得
税
は
逆
に
最

低
税
率
が
１０
％
か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
、
最

高
税
率
が
３７
％
か
ら
４０
％
に
引
き
上
げ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
税
源
移
譲
の
結
果
、
住
民
税
と

所
得
税
を
合
わ
せ
た
納
税
者
の
負
担
合
計
額

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
給
与
所
得
者
を
は
じ
め
と
す
る
大

半
の
方
は
、
基
本
的
に
１９
年
１
月
か
ら
所
得

税
が
減
り
、
そ
の
分
だ
け
６
月
か
ら
住
民
税

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

定
率
減
税
の
廃
止

平
成
１１
年
度
以
後
、
定
率
に
よ
る
税
額
控

除
が
実
施
さ
れ
、
住
民
税
に
お
い
て
平
成
１８

年
度
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
か
ら
７
・

５
％
相
当
額
（
そ
の
額
が
２
万
円
を
超
え
る

場
合
に
は
２
万
円
）
が
控
除
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
１９
年
度
以
後
の
住
民
税
に
つ
い

て
は
、
定
率
に
よ
る
税
額
控
除
は
廃
止
さ
れ

ま
す
。

同
様
に
所
得
税
に
お
い
て
も
平
成
１９
年
分

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
の
創
設

と
や
ま
の
森
を
県
民
全
体
で
守
り
育
て
て

い
く
た
め
に
、
個
人
県
民
税
の
均
等
割
に
年

額
５
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
に
関
す
る
問
合
せ
先

●
高
岡
税
務
署

高
岡
市
博
労
本
町
５
ー
３０

�
２１
ー
２
５
０
１

●
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
（
税
務
相
談
）

２４
時
間
年
中
無
休

http://w
w
w
.taxansw

er.nta.go.jp

�
０
７
６
ー
４
４
２
ー
３
３
７
７

●
市
役
所
課
税
課
（
大
島
庁
舎
）

�
５２
ー
７
９
６
０

3月15日（木）まで�
期間中に手続きを！�

確定申告は�

3月15日（木）まで�
期間中に手続きを！�

確定申告は�

3月15日（木）まで�
期間中に手続きを！�

確定申告は�

3月15日（木）まで�
期間中に手続きを！�

確定申告は�

3月15日（木）まで�
期間中に手続きを！�

確定申告は�

3月15日（木）まで�
期間中に手続きを！�

確定申告は�

高岡税務署�

厚生連　�
高岡病院�
●�

博労小学校�
●� ●北陸銀行�

　高岡支店�

至佐加野�

至伏木�

至中川�

至富山�至金沢�
至砺波�

国
道
1
5
6
号
線
�

高岡�

申
告
が
必
要
な
方

申
告
に
必
要
な
も
の

定
率
減
税
の
廃
止

水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
の
創
設

確
定
申
告
す
れ
ば
所
得
税
の
戻
る
方

主
な
制
度
改
正
に
つ
い
て
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スポーツ課（下庁舎）�５９－８０９３

※農業所得の申告のある方は、収支計算書または準備表を記入し、来場ください。
※医療費控除を受けられる方は、人ごと、病院ごとに分けて金額を計算し、まとめた形にして来場ください。

新　　　湊
新湊中央文化会館

６名
対象地区

片口地区
（片口・片口高場）

片口地区

（片口久々江・新）片町・高場新町

作道地区
（鏡宮・野村）

作道地区

（沖・久々湊・津）幡江

作道地区
（殿村・今井）

作道地区（作道）
税理士による無料税
務相談、夜間相談

作道地区

（高木・布目・神）楽町

塚原地区
（松木・宮袋）

塚原地区
（川口・朴木・坂東）

塚原地区
（沖塚原・寺塚原）

庄西地区

放生津地区

放生津地区

放生津地区

新湊地区

新湊地区

夜間相談
新湊地区
全地区
全地区
全地区

全地区
全地区
全地区

全地区
全地区
全地区

全地区
全地区
全地区

全地区
全地区
全地区

三ケ地区

三ケ地区

三ケ地区

戸破地区

戸破地区

戸破地区

夜間相談

橋下条・金山・池
多地区

橋下条・金山・池
多地区

橋下条・金山・池
多地区

黒河地区、大江地区
（大江・鷲塚・稲積）

黒河地区、大江地区
（大江・鷲塚・稲積）

黒河地区、大江地区
（大江・鷲塚・稲積）

太閤山地区

中太閤山地区

中太閤山地区

南太閤山地区

夜間相談
南太閤山地区

西広上・広上・上
条団地

上条・島・堀内

下条・土合・土合
北部

牧田・西村・本村

松原・宮新田・山
ノ谷・新田・大久
保・竹原・梅ノ木

荒町・円池

夜間相談

布目沢・小泉

水戸田・竹鼻・開
口・藤巻

生源寺・市井・若
林

中村・棚田・大門
本江・あおば台

安吉・本田・下若
・柳町

二口

二口・二口南

中町・田町・文京
町・雄神町

錦町・枇杷首・倉
町・西町・旭町

緑ヶ丘・庄和町・
雇用促進住宅
夜間相談
栄町・幸町

下地区（加茂中部）

七美地区
（七美中野・七美二丁目）

七美地区（七美）

堀岡地区
（堀岡・海竜町・堀岡明神新）

堀岡地区
（堀岡古明神・堀岡新明神）

堀岡地区
（射水町・草岡町）
夜間相談

下地区
（白石・倉垣小杉）

大江地区
（小杉白石・西高木）

大江地区
（小杉白石・西高木）

下地区

（下村三箇・山屋・加茂東部・）八講・摺出寺
本江地区

（本江・本江針山・本江針山新）・本江針山開
本江地区

（本江中新・本江三箇・本江利波・本江後新・）本江西・南・東・北・中・足洗新町・かもめ台

海老江地区
（海老江・海老江浜開）

海老江地区
（海老江練合・海老江七軒）

海老江地区

（浜開新町・東明西町・東明中町・）東明東町・東明七軒・有磯

下全地区

夜間相談
下全地区

今開発

本開発

新開発

赤井

赤井

鳥取・南高木・北
高木
夜間相談

小林

八塚

八塚

常磐町

中野・若杉

大島北野・西園

新町・三島野・新
富町

小島１区

小島２区

小島３区

夜間相談
小島４区・さくら台

小　　　杉
小杉庁舎３階会議室

７名
対象地区

大　　　門
大門庁舎３階会議室

４名
対象地区

下
下庁舎１階ロビー

３名
対象地区

大　　　島
大島公民館２階中会議室

４名
対象地区

申告会場

相談配置人員
月 日

２月１６日

曜日

金

２月１９日 月

２月２０日 火

２月２１日 水

２月２２日 木

２月２３日 金

２月２６日 月

２月２７日 火

２月２８日 水

３月１日 木

３月２日 金

３月５日 月

３月６日 火

３月７日 水

３月８日 木

３月９日 金

３月１２日 月
３月１３日 火
３月１４日 水
３月１５日 木

平成18年分
申告受付・相談日程表
受付時間
午前9時～11時・午後1時～4時

申告会場が込み合った場合、受付終了時刻を繰り上
げる場合がありますので了承願います。

※旧新湊東部地区、旧小杉大江地区（白石、西高木）については、
下会場において、日程を設けています。

※２月２３日（金）、３月９日（金）は５会場で夜間相談（受付時間
午後６時～８時）を行います。地区割の制限はありません。

※２月２３日（金）は新湊中央文化会館で税理士による無料税務相談
（午前１０時～午後４時）を行います。

問合せ先

２月１５日（木）～２月２８日（水）
受付期間

開放施設

新湊総合体育館（新湊地区）
小杉体育館（小杉地区）
大門総合体育館（大門地区）
大島体育館（大島地区）

それぞれの体育館に登録申請書があります。
必要事項を記入の上、提出してください。

※４月から、学校開放施設の使用料金が必要となります。
※登録受付後、利用調整会議の日程について案内します。

※サン・ビレッジ新湊及び下村グラウンドの
夜間照明使用料金は、１時間２,０００円です。

※平成１９年４月から、地区体育館、地区グラ
ウンドの使用料金を改定します。

※原則、使用に関しては地域住民の方の利用が優先されます。

●は、夜間照明の設置施設です。

受付場所

平成19年度学校体育施設開放の利用は登録制です。
市内にある小・中学校の体育館及びグラウンドの夜

間開放を行っています。
４月以降の利用を希望される団体は、登録が必要で
す。次の期間に登録申請書を提出願います。

地区体育館及びグラウンド使用も登録制になりました。
市民が利用しやすく健康増進施設としての環境を整えるため、平成１９年４月から

地区体育館、地区グラウンドの利用を登録制にし、施設の有効利用を図ります。
４月以降に使用を希望される団体は、次の期間に登録申請書を提出願います。

地　区 開　放　校 体育館 グラウンド
（夜間照明）

新湊地区

放生津小学校 ○ ○
新 湊 小 学 校 ○ ●
中伏木小学校 ○ ○
作 道 小 学 校 ○ ●
片 口 小 学 校 ○ ●
堀 岡 小 学 校 ○ ○
塚 原 小 学 校 ○ ●
奈 古 中 学 校 ○ ●
新湊西部中学校 ○ ○

小杉地区

小 杉 小 学 校 ○ ●
歌の森小学校 ○ ●
太閤山小学校 ○ ●
中太閤山小学校 ○ ●
金 山 小 学 校 ○ ●
小 杉 中 学 校 ○ ●
小杉南中学校 ○ ●

大門地区
大 門 小 学 校 ○ ●
大 門 中 学 校 ○

大島地区 大 島 小 学 校 ○ ○

対象施設及び申込先

施　　設　　名 申　　込　　先 連絡先

地
区
体
育
館

地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

海老江体育館
本江体育館
七美体育館

海老江公民館・サン・ビレッジ新湊
本江公民館

８６－００４１

使用料金
開放施設 単　　位 使 用 料
体　 育　 館

夜間照明施設

グラウンド

１　回

１時間

－

３００円

５００円

無　料

２月１５日（木）～２月２８日（水）

地区体育館

受付期間

使用料金

区分 単　　位 金　　額
個　　人

団　　体

１回（４時間以内）

１回（４時間以内）

１００円

３００円

地区グラウンド
区分 単　　位 金　　額

グラウンド

夜間照明

１回（４時間以内）

１時間

無　料

５００円

８６－００７９
七美公民館 ８６－００４３

大島中央公園コミュニティ体育館 大島中央公園コミュニティ体育館・大島体育館 ５２－２０９４
大島勤労者体育センター 大島体育館 ５２－８６１１
下村体育館 下村体育館 ５９－２８２４
七美公園 七美公民館 ８６－００４３
本江グラウンド 本江公民館 ８６－００７９
水戸田グラウンド

大門総合体育館 ５２－４６５５
櫛田グラウンド
浅井グラウンド
グリーンパークだいもん中央緑地広場
太閤山グラウンド 小杉体育館 ５６－６４４３
サン・ビレッジ新湊 サン・ビレッジ新湊・海老江公民館 ８６－５３７７
下村グラウンド 下村体育館 ５９－２８２４
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下村加茂神社の新年慶賀祭「ブリ分け神事」が１月１日、
旧下村の加茂、小杉両地区と旧新湊市柳瀬地区の氏子ら約２００
人が出席し行われました。
神事では、出世魚のブリにあやかり約１１㎏のブリ６本が奉

納され、野上克裕宮司が祝詞を上げ、家々の繁栄と新年の無
事を祈りました。奉納されたブリは大まな板に載せられ、料
理役の人が包丁を入れ３枚におろしました。切り分けられた
ブリは、氏子宅に配られ、家々では無病息災や家内安全を願
いながら味わいました。

―― ブリ分け神事 ――
繁栄と平安を祈る

射水市弓道連盟の初射会が１月８日、大島弓道場で行
われ、弓道連盟会員や大門高校生など約３０人が参加しま
した。
大角弓道連盟会長が「昨年は菊池・酒井選手の活躍で

全国に射水の名を広めた。干支の猪にちなみ、今年は猪
突猛進でがんばって欲しい」とあいさつされ、それに続
き分家市長が激励しました。
今年初めて矢を放つ「矢

や

渡
わたし

の儀」では、大角会長が伝
統の作法にのっとり２本の矢を放ち、的に見事命中させ
ました。その後、参加者が祝射を行い、技量の上達と一
年の健康を願いました。

―― 射水市弓道連盟初射会 ――
新たな気持ちで 的を射る

射水市の消防団出初式が１月６日、海王丸パークを中心に行われ、北部
方面団と南部方面団に所属する消防団員ら約５００人が今年１年の無火災を
祈りました。
分家市長と山本修消防団

長が全団員を検閲した後、
団員は海王丸パークで一斉
放水し、２６本の水柱が煙幕
のように空を彩りました。
新湊中央文化会館ではしご
登りの演技が行われ、その
後の式典では、優良消防団
員など１３５人に市長表彰、
団長表彰が贈られました。

―― 消防団出初式 ――
今年の無火災を祈る

大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青
年を祝い励ますことを目的とした成人式が１月７日、小
杉総合体育センターで行われ、９７５人の新成人が新しい
第一歩を踏み出しました。
式では、分家市長の式辞のあと、石黒市議会議長から

励ましの言葉が贈られ、新成人を代表して澤村一樹さん
（戸破）と一ノ谷絵美さん（下条）が「市の発展、まちづく
りに貢献していきたい」と誓いの言葉を述べました。
式典に続き、射水市出身の漫才コンビ藤沢姉弟のトー

クや津軽三味線の演奏も行われました。成人者は、久々
にあった友達と話しをしたり、写真を撮り合ったりと、
楽しい時間を過ごしながら互いの成長を祝いました。

―― 成人式 ――
大人として新しい第一歩

太閤山ランド左義長祭りが１月１４日、野外
劇場前で行われ、１年の無病息災を願う人た
ちが大勢集まり、空高く燃え上がる炎を見守
りました。
しめ飾りや書初めなどが約１６メートルの高

さに積み上げられ、保育園児と小学生７人が
一斉に神火を点火すると、見守っていた人か
ら歓声が上がりました。

―― 太閤山ランド左義長祭り ――

炎高く
無病息災を願う

射水市の新たな防災拠点となる大門出張所が１２月２７
日、大門庁舎北側に完成し、市議会議員や消防団員など
が集まり竣工を祝いました。
大門出張所は、消防、防災、救命活動を強化するため、
合併時に出張所に格上げとなり、宅地造成が進む市の南
西部方面への出動体制を強化するため新たな庁舎が建設
されました。式では「市内の広域消防・防災・救命体制
が構築された。地域住民の安心、安全に応えられるよう
全力を尽くしたい」と分家市長が挨拶したほか、石黒市
議会議長と山本消防団長が祝辞を述べました。
出張所には消防車と救急車が各１台常備され、国道８

号線以南の防災拠点として射水消防署と連携して昼夜を
問わず活用されます。

―― 射水消防署大門出張所竣工 ――
新たな防災拠点が完成



3 月

１８日

５日
１４日

２７日
５日
７日
１４日

２７日
５日

５日
２８日

１８日
１６日

２８日
１５日

２８日

２日

２２日

９日

１６日

２日・１６日
９日・２３日

２８日
７日
１４日
１日
１６日

２日・１６日
８日
２６日

２８日

環境について考える�環境について考える�エコネット　いみず�
冬期間の�

ホームタンクからの�
油漏れにご注意を！�

犬を飼いたい方�
わんわんパートナーを活用ください！�

エコ川柳（冬の茶会）結果発表�

2 月

１８日

５日
１４日
２１日
２７日
５日
７日
１４日
２１日
２７日
５日

２８日
１５日

２８日

１５日

２日・１６日
９日・２３日

２１日
７日

１日
１６日

２日・１４日
８日
２６日

５日
２８日

１８日
１６日
２日

２２日

８日

１６日

２１日

平
成
１９
年
４
月
よ
り
７０
歳
未
満
の

方
の
入
院
な
ど
に
係
る
高
額
療
養
費

に
つ
い
て
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

（
注
１
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

◎
入
院
前
に
は

申
請
を
忘
れ
ず
に
！

○「
限
度
額
適
用
認
定
証
」は
申
請

に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
は
保
険
年
金
課
、
各
行

政
セ
ン
タ
ー
で
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
申
請
を
行
っ
た
被
保

険
者
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

に
、
保
険
税
の
滞
納
が
あ
れ
ば

交
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
提
示

が
な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り

自
己
負
担
分
を
全
額
負
担
し
、

あ
と
か
ら
申
請
に
よ
り
限
度
額

を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問合せ先 保険年金課（大島庁舎）�５２－７９６５

（注１） （単位：円）

入
院
な
ど
に
係
る
医
療
費
負
担
が

軽
減

70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
方

新湊福祉会館１０：００～１５：００

暖房機器を利用する機会が多いこの季節、灯油類
の漏洩事故が多く発生します。
事故の主な原因は、灯油などの給油時の操作ミス
や、除雪機械による油配管の破損、屋根雪の落下に
よるホームタンクや配管の損傷などが考えられます。
油漏れ事故が発生した場合、河川や用水、土壌な

ど環境への被害を及ぼすだけでなく、周辺住民の方々
にも油の臭気などで迷惑をかけることになります。
未然の事故防止に気を配り、日頃の維持管理はもち

ろん、給油時や除雪、屋根からの雪の落下などに十分
注意し、安心して暮らせるように心がけてください。

◆ホームタンクの残量は定期的に確認しましょう。
◆ホームタンクの地下配管を定期的に点検しましょう。
◆小分け中は現場を離れないようにしてください。
◆給油後、灯油のこぼれを確認しましょう。
◆家の周りで油の臭いはありませんか？

富山県では、動物愛護の観点から、飼い主がやむを得ない事
情で飼えなくなり引取りした犬や保護した犬の中から、新しい
環境での生活に備え訓練を行い、その犬に合った環境で適正に
飼っていただける方に譲渡する「わんわんパートナー（成犬譲渡）
事業」を行っています。

成犬を飼うには、

１ 登　録
まずは、厚生センターまたは動物管理
センターで登録をしてください！
※家族全員の同意や犬の不妊・去勢手術の実施が必須条件にな
ります。また、お年寄りだけのご家庭の場合は、バックアッ
プ体制が必要となってきます。

２ マッチング（お見合い）
ホームページなどを確認し希望の成犬がいたら、動物管

理センターでマッチングを行います！

３ 訓練・講習会
犬と仲良く生活していくために、一緒に訓練を受けます。

また、犬を飼うための講習会を受講します！

４ 譲　渡
動物管理センターでの成犬の訓練が終了したら、模範的な

飼い主になるという約束をして、譲渡成立です！
※マッチングから譲渡までに数週間かかることがあります。
※センターまで３～４回程度通ってもらいます。

譲渡候補犬リストや必要書類は
富山県庁（厚生部生活衛生課）のホームページまたは厚生

センター窓口でご覧ください。
URL http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1207/kj00004259.html

動 物 管 理 セ ン タ ー 中新川郡立山町利田
�０７６－４６２－３４６７

高岡厚生センター射水支所 射水市戸破１８７５－１ �５６－２６６６

相　　談　　名 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と

行政相談

人権相談

１３：３０～１６：００ 小杉社会福祉会館

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

新湊交流会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺
小杉社会福祉会館
新湊福祉会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺

心配ごと相談

成年後見制度相談

１３：００～１６：００

１４：００～１６：００

毎週月曜日（祝日除く） 小杉社会福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 大門総合会館
第４火曜日（祝日除く） 大島社会福祉センター

福王寺
布目庁舎別館

結婚相談 １９：００～２１：００毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館

教育相談 １３：００～１７：００月・水・金曜日 教育センター

住宅相談
１０：００～１６：００ 大門総合会館 ３月は小杉社会福祉会館で実施

年金相談 １０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

月曜日～金曜日
（祝日除く）消費生活相談 ９：００～１６：００ 大島庁舎

新湊庁舎

障害者巡回相談
小杉庁舎

認定心理士による
子育て相談

大門子育て支援センター

新湊庁舎

新湊商工会議所

無料法律相談

１３：００～１６：００ 小杉庁舎 要予約（２／８・３／８
より）�５７－１６２７

�８２－１９５２

１３：００～１５：３０ 小杉社会福祉会館 要予約（１／２５・２／２３
より）※１ �５５－２８１３

火・金曜日は専門員が対応
�５２－７９７４

税理士の税務相談 １３：００～１５：００ 高岡本丸会館 �２５－６６２４

要予約
�８６－８５２２

※子育て支援センター
開所時間中は、随時
保育士による子育て
相談を受け付けてい
ます。

�０７６－４４４－４４００

�８２－１６７８

女性のこころと生き方相談 １４：００～１６：００ 働く婦人の家「きらめき館」 �５５－５６５０

家庭児童・母子父子相談 ９：００～１７：００月曜日～金曜日 新湊庁舎 �８２－１９５３
青少年育成相談 ８：３０～１７：００月曜日～金曜日 少年育成センター �５６－２１４８

子どもの悩み総合相談
９：００～１７：００

月曜日～金曜日
（祝日除く） 小杉庁舎　１階

子どもの悩み総合相談室

子どもの権利支援センター
「ほっとスマイル」

�・�５７－０１００
E-mail:kodomo-soudan@
city.imizu.toyama.jp

ほっとスマイル
子ども相談

１４：００～１７：００第１・２・４月曜日
１４：００～１８：００第３・５月曜日
１４：００～１７：００

臨床心理士による
子育て相談

小杉北部子育て支援センター
小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

１０：３０～１１：３０

子育て講演会

保健師による育児相談

小杉北部子育て支援センター
小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０
下村子育て支援センター１０：２０～１１：５０
大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０

交通事故相談 富山警察署分庁舎１３：００～１５：００
�２１－９４１１巡回交通事故相談 高岡総合庁舎１０：００～１５：００
要予約　�８２－８１００時間外医療相談（無料） 射水市民病院 医療相談室１７：３０～１９：００

第１・２・４水曜日

要予約　�５５－２７９９
E-mail:
smile@toyamav.net

（心理カウンセラー
による相談）

毎週水曜日
（祝日除く）

※要予約
連絡先は上記と同じ

１３：００～１６：００ 新湊福祉会館
要前日予約
（８：３０～受付定員６人）
�８２－８４５１

※１…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。

困ったときには相談を…� 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！�
時間と場所を確認し、ご相談ください。�
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未然に防ぐために

消　防　本　部　�５６－０１１９
環境課（大島庁舎） �５２－７９６７

油漏れ事故が発生したら

世帯区分
上 位 所 得 世 帯

自己負担限度額
１５０,０００＋（かかった医療費－５００,０００）×１％
８０,１００＋（かかった医療費－２６７,０００）×１％
３５,４００

４回目以降
８３,４００
４４,４００
２４,６００

一 般 世 帯
市民税非課税世帯

上位所得世帯：基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯。
また、所得の申告が無い場合は、全て上位所得者として扱われます。

※国民健康保険以外の方は加入されている各保険者へお尋ね下さい。

「これからは　エコかっこいいを　目指そうよ！」
（王様の耳さん）

「まずごみを　減らす事から　エコ始め」
（障子にメアリーさん）

※引き続きエコ川柳を募集しています。詳細は「エコ
ライフ・いみず」のホームページをご覧ください。



２月１８日
（日）

長徳寺クリニック（本町）（整外） ８４－７１７１

おおむら耳鼻咽喉科医院（東太閤山）（耳鼻咽）５６－８５７７

金子歯科医院（高岡市） ２２－１５９０

２月２５日
（日）

渋谷医院（殿村）（内） ８２－５３２８

レディースクリニックむらた（橋下条）（産婦）５７－４１４１

林歯科医院（高岡市） ６３－０１５８

３月４日
（日）

菓子井医院（本町）（内） ８２－２０３２

島崎内科医院（小島）（内・小） ５２－０１７３

郷倉歯科医院（高岡市） ２４－７８８０

月　日 医　院　・　病　院 電 話 月　日 医　院　・　病　院 電 話

２月４日
（日）

羽岡医院（本町）（内） ８４－８２００

松本医院（三ケ）（内・小） ５５－００５７

わだ歯科医院（手崎） ５５－８６７７

２月１１日
（祝）

古野医院（八幡町）（外） ８２－３９６４

渡辺内科クリニック（二口）（内） ５２－６０３０

歯科金山クリニック（高岡市） ２３－３１３９

２月１２日
（日）

姫野病院（放生津町）（内） ８４－００５５

藤田クリニック（二口）（産婦） ５２－３５１５

松岡歯科診療所（高岡市） ２３－８０００

項　　　　目 対　象　者 対象地区 実　施　日 受付時間会　　　　場

健診

3～4か月児健康診査 Ｈ１８年１０月生

大島

１３：００～１３：２０

大島保健センター２月１日（木）
小杉・下 小杉保健センター２月６日（火）
新湊 射水市民病院２月７日（水）
大門 大門保健センター２月１５日（木）

教室

むし歯予防教室
（1歳6か月児・3歳児）

１歳６か月児
（Ｈ１７年７月生）
３歳児（Ｈ１６年２月
生）の教室参加者

１３：００～１３：２０
小杉・下 ２月２０日（火） 小杉保健センター
大門・大島 ２月２１日（水） 大門保健センター
新湊 ２月２２日（木） 新湊農村環境改善センター

むし歯予防教室
（2歳児・2歳6か月児）

２歳児（Ｈ１７年２月生）
２歳６か月児
（Ｈ１６年８月生）の
教室参加者 小杉・下 ２月２８日（水）

１３：００～１３：２０
小杉保健センター

大門・大島 ２月１３日（火） 大門保健センター
新湊 ２月２３日（金） 新湊農村環境改善センター

ぴよぴよ相談
（育児・母乳相談、
絵本の読みきかせ、

離乳食実習）

生後８か月まで 全市

２月５日（月） １３：００～１３：３０

９：３０～１０：００

新湊保健センター
２月８日（木） 下村保健センター
２月１５日（木） 小杉保健センター
２月２２日（木） 大門保健センター

にこにこ相談
（育児・栄養相談）

生後９か月以降 全市

２月１４日（水）

９：３０～１０：００

大門保健センター
２月２０日（火） 大島保健センター
２月２１日（水） 新湊保健センター
２月２７日（火） 小杉保健センター

ＢＣＧ Ｈ１８年１０月生

大島 ２月７日（水） １３：３０～１４：００
１３：００～１４：００
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：００

大島保健センター
新湊 ２月１４日（水） 新湊農村環境改善センター
小杉・下 ２月２１日（水） 小杉保健センター
大門 ２月２７日（火） 大門保健センター

1歳6か月児健康診査
Ｈ１７年７月生

新湊 ２月２日（金）

１３：００～１３：２０

新湊保健センター
大門・大島 ２月９日（金） 大門保健センター
小杉・下 ２月１４日（水） 小杉保健センター
大門・大島 ３月２日（金） 大門保健センターＨ１７年８月生

3歳6か月児健康診査
（むし歯予防教室も

あわせて実施）

Ｈ１５年８月生

Ｈ１５年９月生

大門・大島 ２月８日（木）

１３：００～１３：２０

大門保健センター
新湊 ２月１５日（木） 新湊保健センター
小杉・下 ２月２２日（木） 小杉保健センター
新湊 ３月１日（木） 新湊保健センター

マタニティ教室（第2回）《要申込み》 ９：１５～ ９：３０妊婦 全市 ２月６日（火） 大島保健センター
もうすぐパパママ教室《要申込み》 ９：１５～ ９：３０妊婦とその夫 全市 ２月３日（土） 新湊保健センター
新米パパママ教室《要申込み》 ９：１５～ ９：３０生後６か月～１歳児の両親 全市 ２月１７日（土） 下村保健センター

相談

予防
接種

保健だより�保健だより�Ｈ19年2月�
・1歳6か月児健診、3歳6か月児健診、予防接種は、�
　個人通知をしませんので、毎月の広報「いみず」を見�
　て会場へお越しください。�

問合せ先�

・健康推進課（新湊庁舎）�
・新湊保健センター�
・小杉保健センター�

TEL82－1954　FAX82－3175�
TEL82－8416　FAX82－8419�
TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター�
・大島保健センター�
・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071�
TEL52－7970　FAX52－5595�
TEL59－8021　FAX59－8022

項目 対象地区 実施日 受付時間会　　場

９：３０～１１：００

健　康
相談会

（保健師・
栄養士に
よる相談）

２月１日（木）

新湊

庄西公民館

２月６日（火）七美公民館

２月９日（金）作道公民館

２月１３日（火）堀岡福祉センター

２月１６日（金）片口公民館

２月２０日（火）塚原公民館

２月１日（木）大江公民館

２月５日（月）池多公民館

２月９日（金）黒河公民館

２月１３日（火）三ケ公民館

２月１６日（金）戸破公民館

２月１９日（月）橋下条公民館

２月２３日（金）金山公民館

２月７日（水）櫛田公民館

２月１６日（金）市立水戸田公民館

２月２０日（火）大門保健センター

２月１４日（水）大島保健センター

小杉

大島

２月２３日（金）下村保健センター下

大門

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（2月1日～3月5日）

※「健診結果」「健康手帳」を持参してください。
対象は健康診査を受けた方及び希望者です。

成人の健康相談（2月1日～3月5日）

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）

「いみず元気ウォークスタンプラリー」に
参加しましょう！

新湊室内ウォーク
日　時 ３月２日（金）

午後１時２０分
場　所 新湊総合体育館アリーナ

持参物
スタンプシート（持っている方）、内履き、水筒

※どなたでも参加できます。暖かい服装でお越し
ください。
※７個以上スタンプが押されたシートは、この日に
一度回収します。
～この事業は国民健康保険と共催しています～

歩いて！集めて！楽しく健康づくり
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2月1日（木）～2月7日（水）は
生活習慣病予防週間

あなたは、メタボリックシンド
ロームになっていませんか？

①腹囲（※おへその高さで測ります）
男性８５㎝以上・女性９０㎝以上

＋
②脂質異常 ③血圧が高め ④血糖値が高め

腹囲に加え、②～④のうち、２項目以上に該当
するとメタボリックシンドロームと診断されます。

平成18年度スローガン

「ウエストのサイズダウンで
健康アップ！」

メタボリックシンドロームが動脈硬化を引き起こす！

平成１８年４月１日から麻しん（はしか）及び風
しんの予防接種は、麻しん風しん混合ワクチンを
生後１２～２４か月未満の間に１回（第１期）、保育
園など年長の時に１回（第２期）の計２回受ける
ことになりました。第２期の対象で、まだ接種し
ていないお子さんは、平成１９年３月３１日までに
予防接種を受けましょう。

第2期対象者 平成１２年４月２日生～
平成１３年４月１日生の方

（保育園等年長児）
接 種 期 限 平成１９年３月３１日まで
接 種 場 所 市内指定医療機関

（※予約が必要です）
持　ち　物 ＭＲ混合（麻しん・風しん）Ⅱ

期接種券、母子健康手帳
※対象の方には接種券を送付し
てあります。

◆麻しんまたは風しんのどちらかに罹
かか

った方は、
罹っていない方のワクチンを単独で接種すること
になりますので、別の接種券が必要です。接種券
の発行については、各保健センターまたは健康推
進課までご連絡ください。

麻しん・風しん予防接種
「第2期」の接種はお済みですか？

保険医協会の
健康テレホンサービス

2月のテーマ
�076－442－0003

月 咳止め
火 子どもの急な発熱
水 病院で助産院のお産ができる院内助産院について
木 歯石はどうしてとらなきゃいけないの？
金 膝の痛み
土・日 肩こり

献血にご協力を！
例年、寒い冬は血液が不足がち。献血は、もっ

とも身近なボランティア。あなたのわずかな時間
で、救える命があります。
市では次のとおり献血

（２００ml、４００ml）を行い
ます。多くの市民の皆さん
のご協力をお願いします。

日時 2月22日（木）
午前9時～正午　　　大門総合会館
午後2時～4時30分　市役所大島庁舎

※健康カレンダー掲載の日程から変更になりました。

2月28日まで「はたちの献血」キャンペーン
～ 献血で生きる力を分けてください。～
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射
水
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
大
き
な
目
的
は
、

合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
射
水
市
の
一
体
感
の
醸
成
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
に
も
次
の

よ
う
な
運
行
の
目
的
や
意
義
が
あ
り
ま
す
。

ま
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く
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市
内
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図
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の
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ま
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通
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の
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消

市
内
全
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運
行
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よ
り
、
公
共
交

通
不
便
地
域
を
解
消
し
ま
す
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交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保

高
齢
者
や
子
供
な
ど
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保

し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や
積
極
的
な
社
会
参
加
を
支
援

し
ま
す
。

交
通
渋
滞
の
緩
和
、
交
通
事
故
の
防
止

公
共
交
通
利
用
へ
の
移
行
に
伴
う
自

家
用
車
の
減
少
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
の

緩
和
及
び
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
す
。

環
境
負
荷
の
軽
減

相
乗
り
効
果
に
よ
り
、
排
気
ガ
ス
に

よ
る
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境
負
荷
を
軽

減
し
ま
す
。

コ
ミ
バ
ス
運
行
の
意
義
！

こ
の
コ
ー
ナ
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で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
継

ぎ
拠
点
を
順
番
に
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介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
Ｊ
Ｒ
小
杉

駅
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
小
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は
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前
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に
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８
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次
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と
お
り
で
す
。

※
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番
号
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す
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月
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時
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い
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小
杉
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富
山
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富
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⑱
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線
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県
立
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学
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コ
、
中
太
閤
山
小
学
校
、
小
杉

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
環
境
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セ
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山
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ド
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ど

問
合
せ
先

生
活
安
全
課（
大
島
庁
舎
）
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射水市民病院�射水市民病院�

みなとのみなとの�
情　報情　報�
みなとの�
情　報� 3月１日から、

「みなと交流館」公開開始
冬期間臨時閉館して

いた海王丸パーク駐車
場内のみなと交流館は、
３月１日（木）から一般
公開を再開します。
みなと交流館では、

現在建設中の臨港道路富山新港東西線の役割や建設状況、
また、富山新港の概要等をパネルなどの展示で分かりや
すく解説しています。
皆さんも、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。
臨時休館は平成１９年２月２８日（水）までです。

３月１日からは、下記へ問い合わせください。

みなと交流館
〒９３４－００２３ 射水市海王町２番地
�・� ８２－１２０１
開館時間 午前９時～午後４時（入場無料）

月曜休館（祭日の場合は翌日）

子どもの権利条約の内容をお知らせしています。

違っていて当然
第2条　差別の禁止
日本国憲法第14条「すべて国民は、法の下

に平等であって、人種、信条、性別、社会的
身分又は門地により、政治的、経済的又は社
会的関係において、差別されない」にもある
とおり、差別の禁止は、基本的人権の根幹を
成す重要な権利です。子どもにとっても当然
大切な権利です。条約では、子ども本人に対
する差別の禁止と共にその保護者に対する差
別の禁止も規定しています。子どもは、おお
むね家族と一緒に生活をしているため、親子
が一体となって捉えられやすいためです。
私たちはそれぞれかけがえのない一人の人

間です。一人ひとり違いがあるのは当然なの
に、違っているということで、差別をしてし
まうことがありませんか。差別をなくすこと
は、なかなか難しいことですが、常に意識す
る必要があります。

問合せ先
少子化対策・子どもの権利班（新湊庁舎）

E-mail : kodomo@city.imizu.lg.jp
�82－1965 FAX 82－8269

TEL82－8100
射水市民病院�射水市民病院�射水市民病院�

みなとの�
情　報�

月　　日 内　　容 担　　当

２月９日（金） 食事療法と単位配分 管 理 栄 養 士
２月２日（金） 糖尿病の検査と治療 岩井中内科部長

２月１６日（金） 糖尿病と合併症 岩井中内科部長
２月２３日（金） 油脂（表５）と外食 管 理 栄 養 士
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時間外医療相談（無料）
健康や病気に関する疑問やセカンドオピニオン

について、院長・副院長が毎月応対します。気軽
に相談ください。
２月は下記の日時です。前もって、電話で予約
ください。
日　　　時 ２月２６日（月）

午後５時３０分～７時
場　　　所 市民病院エントランス医療相談室
予約・問合せ先 市民病院健康管理センター

�８２－８１００

もの忘れ外来のお知らせ
射水市民病院では「最近もの忘れが多い」「今

までと違う行動が見られるようになった」などの
症状について『もの忘れ外来』を開設しています。
日　　　時 毎月第２水曜日

午後１時３０分～ 予約が必要です。
場　　　所 内科外来診察室
予約・問合せ先 �８２－８１００

糖尿病教室のお知らせ
毎週金曜日に糖尿病教室を行っています。糖尿

病で治療を受けている方、糖尿病の患者を家族に
お持ちの方など、ぜひ参加ください。
日　時 毎週金曜日　午後１時３０分～３時
場　所 市民病院２階大会議室

毎年、春先の、この季節に

なってくると国民の約２０％

の人が、もうそろそろ花粉症

の始まる頃だと思い出しま

す。花粉症の治療については、

ここ数年、あまり新しい治療

法もなく、以前からの薬物療

法（抗ヒスタミン剤、抗アレ

ルギー剤、ステロイド点鼻薬

などの季節前投与）、減感作

療法、下甲介粘膜焼灼など手

術的治療、いわゆる民間療法などがあります。また、

一番大事なことは花粉の回避、除去と言われています。

今年の花粉の飛散時期は３月の初めごろで、花粉量は

少ないと予想されています。あまり、くしゃみ、鼻水、

鼻閉、眼のかゆみなどの症状がでないかもしれません。

しかし、油断せず、早めの対策として、規則正しい生

活、十分な睡眠、喫煙、飲酒、刺激のある嗜好品など

をとらないようにし、花粉だけではなく室内清掃に心

がけダニ、室内塵の除去を行うことも予防につながり

ます。風邪症状とも似ていますので花粉症と風邪を区

別して適切な治療を早めに開始しましょう。

花粉症の季節を乗り切るには

耳鼻咽喉科部長

山 本　　憲
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ィ
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ス
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南
口
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自
然
に
触
れ
、
歴
史
と
文
化
に
学
ぶ七

美
公
民
館

当
公
民
館
は
、
地
区
の
皆
さ

ん
の
豊
か
な
学
習
と
交
流
を
深

め
る
企
画
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
「
歴
史
・
文
化

探
訪
会
」
と
「
自
然
探
勝
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

小
矢
部
市
倶
利
伽
羅
の
旧
北

陸
道
を
中
心
に
、
源
平
古
戦
場

を
約
６
㎞
、
２
時
間
余
り
を
か

け
て
歴
史
と
文
化
史
跡
の
山
路

を
歩
き
ま
し
た
。
ブ
ナ
や
ア
カ

シ
デ
を
主
と
し
た
天
然
林
の
道

筋
に
点
在
す
る
歌
碑
や
往
時
の

由
緒
を
読
み
「
源
平
盛
衰
記
」

の
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
が
奈
良
時
代

か
ら
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
、
祖
先
の
生
活
を
思

い
、
皆
さ
ん
は
明
日
へ
の
力
を

得
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

８
月
の
「
自
然
探
勝
会
」
は
、

自
然
か
ら
学
ぶ
と
い
う
主
題

で
、
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
を
訪

ね
ま
し
た
。
雪
渓
を
残
す
信
仰

の
山
、
白
山
の
秘
境
か
ら
自
然

の
雄
大
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
帰
途
に
は
、
日
本
一
の
自し

然ぜ
ん

石せ
き

磨ま

崖が
ん

仏ぶ
つ

と
し
て
知
ら
れ
る

白
山
市
の
浄
土
宗
不
動
山
「
一い
っ

閑か
ん

寺じ

」
を
訪
ね
、
古
刹
の
由
緒

を
拝
聴
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
が
楽

し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
企
画

を
今
後
と
も
進
め
て
い
き
ま

す
。

G
'day
Everyone!

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

富
山
に
来
る
前
、
私
は
熊
本

市
に
３
年
間
住
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
縁
で
、
お
正
月
休
み

に
熊
本
ま
で
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
友
達

に
会
い
、
熊
本
弁
も
聞
く
こ
と

が
出
来
、
大
変
楽
し
か
っ
た
で

す
。
熊
本
に
い
た
時
の
楽
し
い

経
験
を
た
く
さ
ん
思
い
出
し

て
、
今
回
と
次
回
で
皆
さ
ん
に

私
の
目
で
見
た
熊
本
の
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。

熊
本
の
有
名
な
場
所
と
い
え

ば
、
や
は
り
熊
本
城
と
水
前
寺

公
園
、
阿
蘇
山
が
思
い
浮
か
び

ま
す
。
ま
た
黒
川
温
泉
も
よ
く

テ
レ
ビ
に
出
て
い
ま
す
。
私
が

初
め
て
体
験
す
る
日
本
の
出
来

事
は
ほ
と
ん
ど
が
熊
本
で
の
こ

と
な
の
で
、
熊
本
は
と
て
も
印

象
的
で
す
。
ま
ず
、
武
術
に
興

味
深
い
私
に
と
っ
て
立
派
で
伝

統
的
な
熊
本
城
は
す
ご
く
印
象

的
で
し
た
。
見
る
と
す
ぐ
に
昔

の
武
士
（
侍
と
忍
者
）
を
想
像

出
来
ま
し
た
。
お
城
の
中
の
博

物
館
や
忍
び
足
で
壁
を
登
る
経

験
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
城
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、大
変
広
い
国
な
の
で
、

き
れ
い
な
庭
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
水
前
寺
公
園
を
見

た
時
に
「
小
さ
な
面
積
に
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
庭
を
作
る
の
は
す
ご

い
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
京
都
の
有
名
な
庭
や
金
沢

の
兼
六
園
な
ど
を
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
水
前
寺
公
園
は
特

に
印
象
的
で
し
た
。
水
前
寺
公
園

は
東
海
道
五
十
三
次
の
景
色
を
ま

水前寺公園
熊本城

ね
て
造
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
特
に

富
士
山
の
よ
う
に
見
え
る
丘
は
印

象
深
か
っ
た
で
す
。
ま
た
初
め
て

阿
蘇
山
に
行
っ
た
時
、「
あ
ら
！
こ

ん
な
に
広
い
場
所
が
日
本
に
あ
る

の
か
？
」
と
思
っ
て
、
と
て
も
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
景
色
も
、
空

気
も
き
れ
い
で
し
た
し
、
阿
蘇
山

で
散
歩
す
る
と
心
が
す
っ
き
り
し

ま
し
た
。

日
本
に
行
く
前
は
日
本
の
こ
と

が
全
然
わ
か
ら
ず
、
簡
単
な
こ
と

し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例

え
ば
、
東
京
は
大
都
市
だ
と
か
、

京
都
は
伝
統
的
な
場
所
で
、
人
が

多
い
と
い
う
こ
と
な
ど
で
す
。
人

口
６７
万
人
の
熊
本
市
は
大
都
市
で

は
な
い
で
す
が
、
小
さ
い
村
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
熊
本
に
来
て
、

色
々
な
場
所
に
行
く
と
す
ぐ
熊
本

と
日
本
の
こ
と
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
は
熊
本
の
有
名
な
場
所
に

つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
次
回
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
経
験
や
熊
本
の

方
言
、
食
べ
物
な
ど
に
つ
い
て
書

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ

ー
ド
ト
リ
ッ
プ
で
撮
影
し
て
き
た

色
々
な
熊
本
の
映
像
を
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
流
し
ま
す
。
多
分
熊
本

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
え
、

興
味
も
も
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

〜
近
く
の
図
書
館
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
〜

《
一
般
図
書
》

や
さ
し
く
読
む
国
学

中
沢
　
伸
弘

４０
歳
か
ら
の
心
理
学

香
山
　
リ
カ

ロ
ー
マ
人
の
物
語
１５

塩
野
　
七
生
　

ラ
ジ
オ
は
脳
に
き
く板

倉
　
　
徹

北
欧
物
語

幻
　
冬
　
舎

柔
道
ワ
ザ
の
極
意

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社

伊
勢
丹
セ
ラ
ピ
ー

小
林
　
光
恵

風
林
火
山

１

青
木
　
邦
子

天
使
の
眠
り

岸
田
る
り
子

欲
し
い

永
井
す
る
み

鬼
仙

南
條
　
竹
則

化
物
語（
上
・
下
）
西
尾
　
維
新

オ
モ
チ
ャ
箱

野
崎
　
六
助

《
郷
土
資
料
》

生
き
る
力
と
い
の
ち
の
教
育

い
の
ち
と
死
の
教
育
研
究
会

立
山
夜
な
べ
話

佐
伯
　
和
起

総
曲
輪
物
語

堀
江
　
節
子

日
時

２
月
２４
日
（土）
午
前
１０
時
〜

会
場

新
湊
図
書
館
児
童
室

広報�2007.2 広報�2007.2広報� 2007.2 18

広報�2007.2広報� 2007.2

広報�2007.2広報� 2007.2広報� 2007.219

広報�2007.2広報� 2007.2

●総合体育館
バドミントンコート１面を基準として、１時間
単位２００円とする。
（例）バレーボールコートを使用した場合

２００円×３面＝６００円／１時間

●柔剣道場（新湊総合、小杉、大門総合の各体育館）
団体 １面 ２００円／１時間
個人　一般 １００円、中学生以下 ５０円

●地区体育館（地区にある小規模体育館）
団体 １回 ３００円（４時間以内、団体登録が必要）
個人　　　 １００円

●学校夜間開放体育館
団体 １回 ３００円（団体登録が必要）

●グラウンド
地区及び学校開放グラウンド　無料
多目的グラウンド及び野球場

半面 ２００円／１時間
全面 ４００円／１時間

●夜間照明施設
ソフトボールなどに必要な照度を有する施設

５００円／１時間
野球などに必要な照度を有する施設

２,０００円／１時間 スポーツ課（下庁舎）�５９－８０９３

平成１９年４月１日から市内体育施設使用料を統一いたしますので、ご理解とご協力をお願いします。

●テニスコート
新湊、歌の森運動公園、大島の各テニスコート

１面 ４００円／１時間
その他の施設 １面 ２００円／１時間
※夜間照明施設 ５００円／１時間

●下村パークゴルフ場、パークゴルフ南郷
１日利用 ４００円
年間利用券（単独施設） １２,０００円
年間共通利用券（複数施設） １８,０００円

●その他の施設
海竜スポーツランド体育館（貸切） １回 ２,０００円

※減免の取り扱い（全施設対象）
●心身等に障害のある方及び７０歳以上の方は、使
用料を半額減免します。減免を受ける際は受
付で証明できるものを提示ください。
ただし、夜間照明及びパークゴルフ場の年間
利用券、地区体育館など、既に低額な料金が
設定されている施設は除きます。

今回は、主なスポーツ施設についてのみお知ら
せしています。その他施設の詳しい料金などはス
ポーツ課のホームページもしくは、各施設の窓口
でご確認ください。

主な改定内容

問合せ先

○
子
ど
も
の
本
の
講
座

日
時

２
月
４
日
（日）
午
後
２
時
か
ら

演
題
「
子
ど
も
と
本
と
の

楽
し
い
出
会
い
」

※
お
話
と
読
み
聞
か
せ
の
実
演
も

あ
り
ま
す
。

講
師

呉
羽
ま
ゆ
み
氏

（
富
山
お
は
な
し
の
会
）

○
古
典
文
学
講
座

日
時

２
月
２７
日
（火）
午
後
２
時
か
ら

演
題
「
雪
と
万
葉
集
」

講
師

米
田
憲
三
先
生

（
富
山
県
歌
人
連
盟
副
会
長
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
中
央
図
書
館
で
参

加
費
は
無
料
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
市
内
の
図
書
館
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

「
射
水
市
図
書
館
カ
ー
ド
」
は
、

一
枚
の
カ
ー
ド
で
市
内
全
館
共
通

に
利
用
で
き
ま
す
。

ひ
な
ま
つ
り
児
童
集
会



※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
　
�
57
―
１�
6��
2�
１
�

Vol .15

高
橋
　
駿
太
さ
ん
（
寺
塚
原
）�

富
山
第
一
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部�

今回は�

～陶房「匠の里」～�

Vol.15

射
水
市
か
ら
柳
沢
敦
選
手
（
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
　
黒
河
出
身
）

に
次
ぐ
、
新
た
な
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が

誕
生
し
た
。
昨
年
の
１２
月
１４
日
、

富
山
第
一
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
高

橋
駿
太
選
手
が
山
形
県
を
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
と
し
、
Ｊ
２
ク
ラ
ス
で
Ｊ

１
ク
ラ
ス
入
り
を
目
指
し
て
い
る

「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
」
と
プ
ロ
選

手
と
し
て
仮
契
約
し
た
。

「
小
学
生
の
と
き
か
ら
の
夢
が
叶

っ
て
本
当
に
う
れ
し
い
。
高
校
の

先
輩
で
あ
る
柳
沢
選
手
を
超
え
る

選
手
に
な
り
た
い
」
と
Ｊ
リ
ー
ガ

ー
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
喜
び

を
語
る
。

高
橋
選
手
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

た
の
は
小
学
生
の
時
。
地
域
の
サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
、

毎
日
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
そ
こ

で
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
学
ん
だ
。

中
学
校
に
入
学
す
る
と
、
富
山
市

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
に
入
り
、
多
く
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
こ
な
し
、
サ
ッ
カ
ー
の
戦

術
と
奥
深
さ
を
学
ん
だ
。
常
に
、

サ
ッ
カ
ー
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、

サ
ッ
カ
ー
の
ビ
デ
オ
を
観
た
り
、

試
合
を
想
定
し
練
習
し
た
り
す
る

な
ど
、
小
学
生
の
時
か
ら
プ
ロ
選

手
を
目
指
し
、
努
力
し
た
。
高
校

は
、
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
富
山
第
一

高
校
に
入
学
し
、
１
年
生
の
時
か

ら
県
国
体
選
抜
代
表
チ
ー
ム
で
活

躍
し
、
２
年
生
の
時
か
ら
チ
ー
ム

の
エ
ー
ス
と
し
て
県
内
外
に
名
前

を
轟
か
せ
た
。
昨
年
の
７
月
に
は

１７
歳
以
下
の
日
本
代
表
に
も
選
ば

れ
た
ほ
か
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
県
大
会
で
は
、
全
５
試
合

で
１６
得
点
を
上
げ
チ
ー
ム
を
全
国

に
導
い
た
。
し
か
し
、
３１
日
に
行

わ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
福
岡
県

代
表
の
強
豪
九
州
国
際
大
学
付
属

高
校
と
対
戦
し
、
５
対
０
の
ま
さ

か
の
大
敗
を
喫
し
、
高
校
生
活
最

後
の
試
合
で
苦
汁
を
な
め
た
。

高
橋
選
手
は
Ｊ
１
ク
ラ
ブ
か
ら

の
獲
得
の
話
が
無
く
、
一
時
は
大

学
へ
の
進
学
も
考
え
た
。
し
か
し
、

１０
月
中
旬
に
同
ク
ラ
ブ
の
練
習
に

参
加
し
、
自
分
の
夢
を
あ
き
ら
め

て
は
い
け
な
い
と
考
え
入
団
を
決

め
た
。「
得
点
感

覚
に
優
れ
た
プ
レ

ー
と
高
い
パ
ス
セ

ン
ス
。
将
来
性
が

あ
り
、
チ
ー
ム
の

一
翼
を
担
っ
て
欲

し
い
」
と
ク
ラ
ブ

を
運
営
す
る
ス
ポ

ー
ツ
山
形
２１
の
新

藤
常
務
は
期
待
を

寄
せ
る
。

「
プ
ロ
は
厳
し

い
世
界
だ
と
い
う

こ
と
は
覚
悟
し
て
い
る
。
不
安
も

あ
る
が
、
１
日
も
早
く
レ
ギ
ュ
ラ

ー
に
な
り
、
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き

る
選
手
に
な
り
た
い
。
フ
ォ
ワ
ー

ド
な
の
で
、
出
場
で
き
れ
ば
絶
対

に
ゴ
ー
ル
を
狙
っ
て
い
く
」
と
Ｊ

リ
ー
グ
に
臨
む
意
気
込
み
を
語
る
。

「
プ
ロ
に
な
れ
た
の
も
、
こ
れ
ま

で
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
仲
間

や
監
督
、
親
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
。
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
皆
か
ら
応

援
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
。
皆

さ
ん
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、

全
日
本
代
表
へ
の
夢
に
向
か
っ
て

力
強
い
足
取
り
で
歩
き
出
し
ま
し

た
。

柳
沢
先
輩
を
超
え
た
い

射
水
市
の
東
に
位
置
す
る
東
明

小
学
校
は
、
海
老
江
小
学
校
と
七

美
小
学
校
、
本
江
小
学
校
の
３
つ

の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た
創
立
３３

年
の
学
校
で
す
。
創
立
１０
年
を
記

念
し
て
作
ら
れ
た
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

ク
ラ
ブ
に
は
フ
ラ
ッ
グ
隊
が
あ

り
、
演
奏
に
華
や
か
さ
を
添
え
て

い
ま
す
。
地
域
の
公
民
館
祭
り
や

い
み
ず
苑
祭
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
富
山
新
港
に
入
港
し
た
自
衛

艦
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
演
な

ど
、
地
域
だ
け
で
は
な
く
国
の
文

化
活
動
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
学
校
の
名
前
通

り
、
と
て
も
明
る
く
元
気
な
イ
キ

イ
キ
っ
子
で
す
。
朝
の
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
タ
イ
ム
で
は
「
め
ざ
せ
、
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
」
を
合
言
葉
に
、
目

当
て
を
決
め
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走

っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
さ
わ
や
か

で
す
。
そ
の
成
果
を
発
揮
す
る
た

め
に
、
秋
の
持
久
走
大
会
で
は
、

隣
接
す
る
商
船
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

子
ど
も
た
ち
は
本
物
に
触
れ
る
優

越
感
と
満
足
感
を
味
わ
い
な
が
ら

お
も
い
き
り
走
り
ま
し
た
。
年
々

記
録
が
更
新
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
大
会
に
向
け
て
、
３
９

７
名
の
イ
キ
イ
キ
っ
子
、
ゴ
ー
！

射水市東明小学校の

陶
房
「
匠
の
里
」
は
、
生
涯
学
習
と

芸
術
文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
た
体
験

型
の
陶
芸
学
習
施
設
で
す
。

建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
水
戸
田
地

区
の
焼
き
物
の
歴
史
は
古
く
、
古
墳
時

代
か
ら
と
も
言
わ
れ
、
須
恵
器
や
三
土

田
瓦
の
伝
統
を
持
っ
て
い
ま
す
。
匠
の

里
で
は
、
こ
う
し
た
伝
統
の
技
を
受
け

継
ぐ
と
と
も
に
、
誰
で
も
気
軽
に
陶
芸

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々

な
陶
芸
体
験
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

初
心
者
向
け
の
半
日
陶
芸
教
室
「
Ａ

コ
ー
ス
」
で
は
、
市
内
の
方
な
ら
１
、

４
０
０
円
〜
（
粘
土
１
㎏
、
焼
成
費
込

み
）
で
、
板
作
り
や
手
回
し
ろ
く
ろ
を

使
っ
て
、
茶
碗
や
カ
ッ
プ
、
花
器
な
ど

の
焼
き
物
が
作
れ
ま
す
。
陶
芸
が
は
じ

め
て
と
い
う
人
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
完

成
ま
で
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
、

安
心
し
て
制
作
に
打
ち
込
め
ま
す
。

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環

境
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と
焼
き
物
作
り

に
親
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

住
　
　
所

射
水
市
水
戸
田
１７
の
甲

�

５４
ー
１
２
０
１

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

E
-
m
a
il

takum
i@
city.im

izu.toyam
a.jp

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休

館

日

毎
週
火
曜
日
（
祝
休
日
の

場
合
開
館
）、
祝
休
日
の
翌
日
（
土

日
の
場
合
開
館
）

交
　
　
通

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
⑮
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
小
杉
駅
線

「
匠
の
里
口
」
下
車

駐

車

場

３０
台
分
有
、
大
型
バ
ス
駐

車
可
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今月の納税�

�
平
成
１９
年
度
保
育
園
臨
時

・
パ
ー
ト
職
員

�
臨
時
保
育
士

資
格

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数

２１
名

給
料

月
給
　
１
４
８
、
０
０
０

円
・
１
５
３
、
８
０
０
円

�
パ
ー
ト
保
育
士

資
格

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

勤
務
時
間
・
人
数

・
午
前
７
時
〜
１０
時
勤
務

５
名

・
午
後
４
時
〜
７
時
勤
務

７
名

時
給

９
０
０
円

�
パ
ー
ト
業
務
員
（
調
理
及
び
用

務
）

資
格

調
理
師
及
び
栄
養
士
資
格

を
有
す
る
者

勤
務
時
間
・
人
数

午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分

５
名

時
給

８
９
０
円

問
合
せ
先

児
童
家
庭
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
５
３

�
市
民
病
院
職
員

募
集
項
目
及
び
人
数

�
正
職
員
・
看
護
師
　
　
若
干
名

�
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職
員

看
護
師
　
　
　
　
　
　
若
干
名

�
パ
ー
ト
職
員

薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
１
名

理
学
療
法
士
　
　
　
　
　
１
名

問
合
せ
先

市
民
病
院
総
務
課

�
８２
―
８
１
０
０

�
県
政
モ
ニ
タ
ー

富
山
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
を
広
く
皆
さ
ん
か
ら

お
聴
き
す
る
た
め
に
県
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

１
０
０
名
程
度

任
期

平
成
１９
年
４
月
か
ら
２
年

間
応
募
締
切

２
月
１６
日
（金）

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

富
山
県
知
事

政
策
室
広
報
課
　
〒
９
３
０
―

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

�
０
７
６
―
４
４
４
―
８
９
０

９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
―
４
４
４

―
３
４
７
８

E
-M
ail:m

on
itor@

esp
.p
ref.

toy
am
a.lg
.jp

�
第
２
回
新
湊
短
歌
大
会

参
加
者

新
湊
短
歌
大
会
で
は
、
た
く
さ

ん
の
出
詠
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

２
月
２４
日
（土）

午
後
１
時
３０
分

場
所

射
水
市
中
央
公
民
館
第
３

研
修
室
（
射
水
市
新
湊
中
央
文

化
会
館
３
階
）

講
師

高
岡
市
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長

藤
原
　
峯
子
氏

題

自
由（
未
発
表
の
も
の
一
題
）

詠
草
料

１
、
０
０
０
円

申
込
締
切

２
月
８
日
（木）
必
着

※
出
詠
用
紙
は
、
新
湊
中
央
文

化
会
館
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

新
湊
短
歌
大

会
実
行
委
員
会
（
新
湊
中
央
文

化
会
館
内
）
�
８２
―
８
４
０
０

�
第
１７
回
花
と
緑
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
　
〜
花
と
緑
に

親
し
み
潤
い
あ
る
環
境
〜

「
花
と
緑
と
い
の
ち
輝
く
富
山
」

募
　
　
　
集

今月の納税�

詳細な情報については�
問合せ先に�

確認してください�

今月の納税�

情報ひろば information
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を
目
標
に
、
花
と
緑
の
県
づ
く
り

を
目
指
し
て
第
１７
回
花
と
緑
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。花
と
緑
の
銀
行
射
水
支
店
は
、

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン「
庭
の
展
示
」

に
出
展
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
２
日
（金）
〜
４
日
（日）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

場
所

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
シ
テ
ィ
・

フ
ァ
ボ
ー
レ（
富
山
市
婦
中
町
）

問
合
せ
先

農
地
林
務
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
６
０

�
第
２
回
児
童
書
初
展

市
内
小
学
生
の
毛
筆
、
硬
筆
優

秀
作
品
１
３
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期

２
月
１５
日
（木）
〜

３
月
１４
日
（水）

（
月
曜
日
は
休
館
）

場
所

小
杉
展
示
館

開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
（
午
後
５
時
３０
分
ま
で
に
入

館
く
だ
さ
い
）

入
館
料

無
料
　

問
合
せ
先

小
杉
展
示
館

�
５５
―
３
３
３
８

�
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館

「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」

展
示
販
売

�
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
小
物
展

ク
ロ
ー
バ
ー

ふ
れ
あ
い
教
室

�
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

堺
の
り
子

日
時

２
月
７
日
（水）
午
前
１０
時
〜

受
講
料

１
、
５
０
０
円

�
折
り
紙
教
室

宮
森
恵
都
子

日
時

２
月
２８
日
（水）
午
後
２
時
〜

受
講
料

８
０
０
円

問
合
せ
先

い
っ
ぷ
く
や
茶

�
５２
―
７
２
２
２

�
地
域
審
議
会
の
開
催
に
つ

い
て

左
記
の
日
程
に
よ
り
地
域
審
議

会
を
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
さ
れ
る
場
合
な
ど
の
詳
細

は
、
地
域
振
興
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

地
域
振
興
課
（
小
杉

庁
舎
）
�
５７
―
１
６
２
２

�
暴
力
団
な
ど
に
関
す
る

困
り
ご
と
相
談

市
で
は
、
富
山
県
暴
力
追
放
運

動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
暴

力
団
等
に
関
す
る
困
り
ご
と
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談

委
員
が
秘
密
を
守
り
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

２
月
２８
日
（水）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

大
島
庁
舎
１
階
市
民
相
談
　

室
問
合
せ
先

生
活
安
全
課
（
大
島

庁
舎
）
�
５２
―
７
９
６
６

出
火
件
数
は
１７
件
（
１
減
）
で
、
出

火
率
は
、
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
（
０
・
１

減
）
で
し
た
。
種
別
は
、
建
物
火
災
が

１２
件
、
車
両
火
災
が
５
件
で
、
建
物
火

災
が
全
体
の
７０
・
６
％
を
し
め
て
い
ま

す
。
原
因
別
で
は
、
ス
ト
ー
ブ
・
火
遊

び
・
溶
融
金
属
の
流
出
・
タ
バ
コ
火
・

放
火
・
車
両
横
転
が
そ
れ
ぞ
れ
２
件
、

た
こ
足
配
線
・
七
輪
の
火
が
そ
れ
ぞ
れ

１
件
で
、
不
明
が
３
件
で
し
た
。

死
傷
者
は
、
死
者
１
名
、
負
傷
者
３

名
と
な
り
、
大
変
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

損
害
額
は
、
１
、
５
０
０
万
円
近
く
と
な
り
、
焼
損
棟
数
も
１３
棟

（
全
焼
２
棟
・
部
分
焼
３
棟
・
ぼ
や
８
棟
）
と
昨
年
に
比
べ
減
少
し
ま

し
た
。

国民年金保険料は全額「社会保険料控除」の対象になります。
今年も確定申告の時期になりました。
国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象

となります。
国民年金保険料を社会保険料控除として申告する

際には、保険料を支払ったことを証明する書類（控
除証明書または領収証書）を添付することが義務付
けられています。
このため、社会保険庁から送付される「社会保険

料（国民年金保険料）控除証明書」を、申告の際に
必ず添付してください。
※控除証明書の送付時期は次のとおりです。

納め忘れの国民年金保険料はありませんか？
国民年金の保険料は、２０歳から６０歳までの４０年

間納めます。
国民年金保険料の納め忘れがあると、老後に受け

取る「老齢基礎年金」が減額されたり、長期間の納
め忘れがあると受給できない場合もあります。
また、国民年金加入中に、病気やケガで障害が残

った時の「障害基礎年金」や夫が亡くなった時（１８
歳に達する年度末までの子または２０歳未満の障害
のある子がいる場合）の「遺族基礎年金」が受けら
れない場合があります。
このようなことにならないためにも、保険料は毎

月必ず納めましょう。

☆保険料の納付は、「口座振替」が便利でお得です。
☆経済的な理由で保険料を納めることが困難な場合
は、保険料の納付が免除または猶予される制度が
あります。

問合せ先　保険年金課（大島庁舎） �52－7965
高岡社会保険事務所　�21－0057

問合せ先
控除証明書専用ダイヤル　0570－00－9911

（平成１８年１１月１日～平成１９年３月１６日、平日９：００～１７：００）
＊税務申告の手続きについては近くの税務署へ
確認ください。

年　金　だ　よ　り

今月の納税�

火
　
災

出
場
件
数
は
２
、
４
６
６
件
（
１
０
０
増
）、
搬
送
人
員
は
２
、
３

９
７
人
（
１
０
４
増
）
医
療
機
関
に
収
容
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
射
水

市
民
の
４０
人
に
１
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
最
も
多
く
１
、
３
７
３
件
、
搬
送
人
員
は
、

１
、
３
０
６
人
と
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
交
通
事
故
・
一
般

負
傷
と
な
っ
て
お
り
、
管
内
の
医
療
機
関
か
ら
総
合
病
院
へ
の
転
院
搬

送
が
２
７
６
件
あ
り
ま
し
た
。

救
　
急

出
場
件
数
は
５５
件（
１４
増
）

あ
り
、
そ
の
内
救
助
活
動
件

数
が
１４
件
で
１６
人
（
３
増
）

を
救
助
し
ま
し
た
。

事
故
種
別
で
は
、
交
通
事

故
３３
件
、
火
災
８
件
、
水
難

３
件
、
機
械
に
よ
る
事
故
１

件
、
建
物
等
に
よ
る
事
故
１

件
、
そ
の
他
９
件
で
し
た
。

＊
（

）
内
は
対
前
年
比

出
火
率
と
は
…
人
口
一
万
人
当
た

り
の
出
火
件
数

救
　
助

平成18年中の
火災・救急・救助

火災　 17件（ －1）
救急　2,466件（＋100）
救助　 55件（ ＋14）
＊（ ）内は、対前年比

平成18年度富山県小中学生防火ポスター
中
山
友
莉
菜
さ
ん
（
大
門
小
４

年
）
の
ポ
ス
タ
ー
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品

は
平
成
１９
年
春
季
全
国
火
災
予

防
運
動
で
防
火
思
想
の
普
及
啓

発
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

射水市の工事等発注状況
（請負金額が1千万円以上のもの）

入札による契約 平成18年12月分
工事（委託）名

下条川散策路整備（第1工区）工事
下条川散策路整備（第2工区）工事
港町市営住宅外壁断熱等改善工事
下条川散策路整備（第4工区）工事
市道新湊193・279号線

照明灯設置工事
市道作道191号線改良工事その1
市道作道191号線改良工事その2

市道赤井生源寺線道路舗装工事

大島特定環境保全公共下水道事業
汚水管布設（第6工区）工事

大島公共下水道事業汚水管布設（第4工区）工事

八幡町一丁目地内配水管布設替工事

射水市立大門小学校植栽工事

施工場所等

一番町外
一番町外
港町
高寺
八幡町一丁目、
立町、放生津町
作道、野村
作道、野村

赤井、安吉

中野

若杉
八幡町一丁目、
八幡町三丁目

二口

請負金額

1,900万円
1,564万円
2,693万円
1,144万円

1,543万円

5,397万円
2,614万円

1,722万円

3,129万円

1,564万円

1,572万円

1,858万円

請負業者

宿屋建設工業㈱
丸正建設㈱
新高建設㈱
伸栄工業㈱

萬葉電気工事㈲

㈱青山組
㈱牧田組
㈱NIPOOコーポレー
ション富山営業所

㈱高田組射水支店

㈱前田土木

㈱赤井管機

㈱野開園

工
事

今月の納税�
※請負金額は１万円未満は切捨てで表示してあります。

①平成１８年１月１日～１０月２日までに国民年
金保険料を納めた方

・・・平成１８年１１月送付済

②平成１８年１０月３日～１２月３１日までにこの年
初めて国民年金保険料を納めた方

・・・平成１９年２月上旬送付

案
　
　
　
内

今月の納税�

催
　
し
　
物

今月の納税�

今月の納税�今月の納税�

今月の納税�

今月の納税�今月の納税�
審議会名 日　　時 場　所

新湊地区地域審議会 ２月１５日（木）午後２時 新湊庁舎

小杉地区地域審議会 ２月９日（金）午後２時 小杉庁舎

大門地区地域審議会 ２月２０日（火）午後２時 大門庁舎

大島地区地域審議会 ２月１４日（水）午後２時 大島庁舎

下地区地域審議会 ２月１６日（金）午後２時 下庁舎



第
１
部

午
前
９
時
４８
分
〜
１１
時
１１
分

（
高
岡
駅
前
発→

越
ノ
潟→

高
岡
駅
前
着
）

午
前
９
時
３８
分
　
高
岡
駅
前
電
停
集
合

第
２
部

午
前
１１
時
１５
分
〜
１２
時
４１
分

（
高
岡
駅
前
発→

越
ノ
潟→

高
岡
駅
前
着
）

午
前
１１
時
０５
分
　
高
岡
駅
前
電
停
集
合

第
３
部

午
後
１
時
５１
分
〜
３
時
５
分

（
中
新
湊
発→

高
岡
駅
前→

中
新
湊
着
）

午
後
１
時
４１
分
　
中
新
湊
電
停
集
合

時
　
間

今月の納税�
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�
相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
？

県
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
登

記
、
遺
言
、
成
年
後
見
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

２
月
２１
日
（水）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所

高
岡
市
役
所
８
階
会
議
室

問
合
せ
先

富
山
県
司
法
書
士
会
　

�
０
７
６
―
４
３
１
―
９
３
３

２
�
交
通
事
故
の
無
料
相
談

自
動
車
保
険
の
請
求
な
ど
に
つ

い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
〜
５
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
２
・
４
木

曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時
（
無

料
、
要
予
約
、
面
談
）

場
所

住
友
生
命
富
山
ビ
ル
１０
階

（
富
山
市
桜
橋
通
り
１
―
１８
）

問
合
せ
先

富
山
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
　
�
０
７
６

―
４
３
２
―
２
２
９
４

�
暮
ら
し
の
中
の
法
務
な
ん

で
も
相
談
所

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な

ど
の
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

人
権
擁
護
、
相
続
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

２
月
２５
日
（日）

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
３０
分

場
所

富
山
地
方
法
務
局
（
富
山

合
同
庁
舎
２
階
）

問
合
せ
先

富
山
地
方
法
務
局

�
０
７
６
―
４
４
１
―
０
５
５

０

�
富
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
！

富
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
１
月
４
日
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地

富
山
市
木
場
町
２
―
２１

施
設
概
要

ス
タ
ジ
オ
、
ビ
デ
オ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
研
修
室
、
相

談
室
な
ど

利
用
時
間

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
３０
分

休
館
日

毎
週
月
曜
日
、祝
祭
日
、

年
末
年
始

主
な
事
業
内
容

�
字
幕
（
手
話
）
入
り
ビ
デ
オ
の

制
作
・
貸
出

�
手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
奉

仕
員
の
養
成
・
派
遣
な
ど

�
聴
覚
障
害
者
用
各
種
情
報
機
器

の
貸
出

�
相
談
支
援
　
　
　
　
　
　
な
ど

問
合
せ
先

（福）
富
山
県
聴
覚
障
害

者
協
会
　
�
０
７
６
―
４
４
１

―
７
３
３
１

�
障
害
児
（
未
就
学
児
）
施

設
な
ど
の
利
用
料
助
成
に

つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
本
格
施

行
及
び
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

い
障
害
児
施
設
の
利
用
料
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
子
育
て
支
援
対
策
と

し
て
障
害
児
施
設
を
利
用
し
て
い

る
市
内
在
住
の
小
学
校
就
学
前
の

児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
利
用
料

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
童

市
に
住
民
票
が
あ
り
、

県
の
障
害
児
施
設
給
付
費
の
支

給
決
定
を
受
け
、
障
害
児
施
設

を
利
用
し
て
い
る
未
就
学
児
童
。

ま
た
は
、市
に
住
民
票
が
あ
り
、

市
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
う

ち
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

決
定
を
受
け
、
障
害
児
施
設
を

利
用
し
て
い
る
未
就
学
児
童
。

助
成
内
容

施
設
利
用
サ
ー
ビ
ス

費
の
１
割
負
担
が
市
の
基
準
額

を
超
え
る
場
合
、
そ
の
差
額
を

助
成
し
ま
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
（
新
湊

庁
舎
）
�
８２
―
１
９
５
１

�
税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
会

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
な
ど

無
料
で
税
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

２
月
２１
日
（水）
〜
２４
日
（土）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

場
所

高
岡
市
本
丸
会
館
本
館
３

階
　
北
陸
税
理
士
会
高
岡
支
部

問
合
せ
先

北
陸
税
理
士
会
高
岡

支
部
　
�
２５
―
６
６
２
４

ポルトガル語�
困りごと・生活相談�

CONSULTAS DE PROBLEMAS E
SOBRE A VIDA DIARIA

今月の納税�

日時 ２月１９日（月）午後２時～５時
場所 射水市役所小杉庁舎２０１会議室

（em portugues）
Data e tempo: 19 de Fevereiro（Segunda-feira）

de 14:00 para 17:00
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha

Sala de reuniao－201.

今月の納税�今月の納税�
固 定 資 産 税　第４期
国民健康保険税　第８期
納期限　２月28日

納税は口座振替が便利です！
納税課（�５２－７９６２）または

最寄りの金融機関に問い合わせください。

今月の納税�

●小杉ふれあいセンター �56－4080
今月の催事
○ 2 月 7 日（水）松前一座・歌謡ショー
○ 2 月14日（水）藤山一座・歌謡ショー
○ 2 月23日（金）ひまわり一座・歌謡ショー

●大門コミュニティーセントー
�53－1844

今月のギャラリー
○写真展　花　古岡正士（文京）

２
月
６
日
（火）
午
前
８
時
３０
分
か
ら
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
各
部
５０
名
、
先
着
順
）

参
加
費
無
料
。
小
学
生
以
上
の
方
の
み
乗
車
可
。

第
１
部
、
第
２
部
の
申
込
み
は

高
岡
市
地
域
安
全
課
へ
　
�
２０
―
１
１
３
９

第
３
部
の
申
込
み
は

射
水
市
生
活
安
全
課
へ
　
�
５２
―
７
９
６
６

万
葉
線
・
如
意
の
渡
が
１
日
乗
り
放
題
で
５
０
０
円
（
こ
ど
も
２
５
０
円
）。

４
０
０
０
枚
限
定
販
売
。

販
売
・
利
用
期
間

２
月
２８
日
（水）
ま
で

販
売
・
取
扱
場
所

電
車
内
、
Ｔ・
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
（
高
岡
駅
前
地
下
街
）、
万
葉
線

総
務
課
・
軌
道
課
、
高
岡
市
役
所
地
域
安
全
課
、
射
水
市

役
所
生
活
安
全
課
（
大
島
庁
舎
）

問
合
せ
先

万
葉
線
㈱
　
�
２５
―
４
１
３
９

�
入
場
券（
ハ
ガ
キ
）を
送
り
ま
す
の
で
、当
日
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

�
途
中
電
停
で
の
下
車
・
乗
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
公
演
中
の
飲
食
、
喫
煙
、
写
真
撮
影
、
携
帯
電
話
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

�
電
車
内
は
狭
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
手
荷
物
の
な
い
よ
う
ご
乗
車

く
だ
さ
い
。

�
車
内
に
は
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ
先

そ
の
他

藤
沢
姉
弟
、
安
野
家
仁
楽
斎
、
少
林
寺
、
は
い
と
ー
く
い
わ
き

出
演
者

３
月
１１
日
（日）

実
施
日

万
葉
線
5
0
0
万
人
乗
車
達
成
記
念
乗
車
券
好
評
発
売
中
！

工業統計調査
ご協力ありがとうございました
本調査にご協力いただき、ありがとうござ

いました。調査結果は、国や市の行政施策の
基礎資料となるほか、企業、大学などでの研
究資料として広く利用されます。

問合せ先 企画政策課（小杉庁舎）
�５７－１６２３

緊
急
地
震
速
報
の
原
理

緊
急
地
震
速
報
と
は

地
震
発
生
直
後
に
、
各
地
で
予
想
さ
れ
る
震
度
な
ど
を
素
早
く

推
定
し
、
地
震
に
よ
る
大
き
な
揺
れ
が
始
ま
る
数
秒
か
ら
数
十
秒

前
に
、
大
き
な
揺
れ
が
来
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
新
し
い
情
報

で
す
。
た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域
で
は
「
緊
急
地
震
速
報
」
が

大
き
な
揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

情
報
の
提
供
開
始
時
期

気
象
庁
で
は
、
平
成
１９
年
中
に
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
へ
緊
急
地

震
速
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

情
報
の
提
供

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
放
送
を
通
じ
て
提
供
す
る
他
、
利
用

者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
情
報
配
信
事
業
者
と
個
別
契
約
に

よ
る
受
信
体
系
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
の
心
得

気
象
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
適
切
な
避
難
行
動
を
支
援
す

る
た
め
「
慌
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す
る
」
を
基
本
と

し
た
、
家
庭
内
、
施
設
利
用
時
、
屋
外
、
自
動
車
運
転
時
な
ど

様
々
な
場
面
に
お
け
る
情
報
受
信
時
の
心
得
を
作
成
し
、
情
報
の

提
供
開
始
ま
で
に
心
得
の
普
及
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jm
a.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

富
山
地
方
気
象
台
　
防
災
業
務
係

�
０
７
６
―
４
３
２
―
２
３
３
１

今月の納税�

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り�

緊
急
地
震
速
報
始
ま
る�

今月の納税�



小杉文化ホール　ラポール� TEL 56-1515

新湊中央文化会館� TEL 82-8400大島絵本館� TEL 52-6780

陶房「匠の里」� TEL 54-1201

新湊博物館� TEL 83-0800

２月の休館日＝５日、１３日、１９日、２６日、２８日

２月の休館日＝６日、１３日、２０日、２７日

２月の休館日＝１２日
http://www5.ocn.ne.jp/̃chubun/

２月の休館日＝６日、１３日、２０日、２７日

土で作ろう！幸せ運ぶお雛様 陶芸教室

新収蔵品が語るもの

昨年大好評だったやきもののお雛様作り教室を今年
も行います。前回よりもさらにかわいく、作り方はよ
り簡単になりました。身長１０センチのほのぼのミニ雛
をぜひ作りに来てください。

博物館は、平成１０年に開館して以来、富山県や射
水地域の歴史を伝える古い資料の収集を進めていま
す。今回の展覧会は、市民から寄せられたこうした
収蔵品を中心に展示します。
昨年１２月、射水市出身の陶芸家 重要無形文化財

保持者（人間国宝）である石黒宗麿（１８９３～１９６８）
の作品・資料約２９２点が、名古屋市在住の個人から
寄贈されました。さまざまな種類の作品があり、未
公開作品も多く、技術挑戦を重ねた宗麿の足跡をよ
く伝えています。
今回の展示は、こうした地域ゆかりの資料を数多

く紹介しています。
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出演者 ソプラノ 金　川　睦　美
板　林　加　奈　　越　前　典　子　　上　村　郁　子
住　田　美保子　　田　岡　美　知　　能　登　由加里
廣　川　潤　子　　福　島　美　穂　　水　戸　真美子

ピ ア ノ 角　本　真　理　　金　田　奈緒子　　住　田　美保子

演奏曲 プッチーニ　 「トスカ」より　歌に生き愛に生き
ドニゼッティ 「カテリーナ・コルナロ」より　来ておくれ
ロッシーニ　 「どろぼうかささぎ」より　すべて微笑み
小林秀夫　　　花の春告鳥
中田喜直　　 “マチネ・ポエティク”による四つの歌曲　 ほか

2月8 日（木）～11日（日）午前9時～正午頃
希望の日を1日選んでください。

3 月18日（日）まで

定　　員　各10名

受 講 料　1,500円
申込方法　電話で申し込みください。（先着順）

ねことさかなが合体したユー
モラスな『ねこざかな』。あい
さつをすると楽しいことが次々
に起こる『ごあいさつ ごあい
さつ』。カラフルな色彩とユー
モア溢れるストーリーをお楽し
みください。

展示原画『ねこざかな』
『ごあいさつ ごあいさつ』

いずれも入館料にてお楽しみいただけます。市内の方は、親子・子どもフリーパスをご利用ください。

3 月28日（水）まで
わたなべゆういち絵本原画展

声楽研究グループ　ヴォア・ナチュレル　Presents

春のいぶき コンサート

皆さんの楽しい休日のひとときと
なるよう多彩な曲を取り揃えてお待
ちしています。

3 月4 日（日）
午後1時30分開場　午後2時開演

入場料　一般　300円（小学生以下無料）

新湊吹奏楽団　第23回定期演奏会

「踊子鉢｣（石黒宗麿作）

２月の休館日＝６日、１３日、２０日、２７日
http://www.hitwave.or.jp/rapport/

オーケストラ・スーパーソリストによる
珠玉の木管アンサンブルコンサート
3月25日（日）午後1時30分開場　午後2時開演
入場料　全席自由　3,500円

（18歳未満 1,800円）
※平成18年度メンバー及び選択された
クラブ会員は口数招待します。

クラリネット 千葉　直師　　糸井裕美子
ホルン 松崎　　裕　　山本　　真
フルート 白尾　　彰
ファゴット 河村　幹子　　黒木　綾子
オーボエ 小林　　裕　　南方　総子
ピアノ 立石　智子
※都合により変更になる場合があります。

3月25日（日）午後2時開演
入場無料

日本のオーケストラの首席奏者による木管アンサンブル。一流のオーケ
ストラに所属している演奏家の珠玉のアンサンブルをお楽しみください。

好評発売
中！！

◆ラポール音楽友の会（ラポールクラブ・メンバー）のご案内
ラポールでは、平成１９年度もバラエティに富んだ盛りだくさんの事業を企画しています。ラポール音楽

友の会（ラポールクラブ・メンバー）にご加入いただきますようお願いいたします。

①ＬｅｓＦｒｅｒｅｓ（レ・フレール）ＰＩＡＮＯコンサート
②前川清コンサート
③森山良子＆アンサンブル金沢
④長谷知子童謡コンサート
⑤ＮＡＯＴＯ Ｖｉｏｌｉｎコンサート
⑥志の輔らくご２００７ｉｎラポール
⑦珠玉の木管アンサンブルコンサート

※都合により変更になる場合があります。

年会費10,000円／１口

ラポール自主公演の中からあらかじめ本人が
選択された３つの公演に招待します。

年会費25,000円／１口

ラポール自主公演に招待します。

ラポールクラブ

ラポールメンバー

内容・時間　人形劇団なみ「なかよし」
午前11時～、午後2時～

おもちゃ病院　午後1時30分～4時
※部品交換が必要な場合は、別途部品代が必要です。

絵本館のひなまつり
＆おもちゃ病院

絵本館スタッフによる人形劇公演。お楽しみに！

2 月4 日（日）午前11時～、午後2時～
人形劇『ヘンゼルとグレーテル』

2月25日（日）
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人　口
９５,００１人（＋３３）

男　性
４５,９２６人（＋２４）

女　性
４９,０７５人（＋９）

世帯数
３０,６５３世帯（＋１６）

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

平成19年1月1日現在　※（ ）内は前月比

射水市代表電話

�0766－57－1300

射水市は、全世界との交易と国際交流を促進し、大きく飛躍せんとしている。

この美しい郷土をまもり、豊かな暮らしを子や孫に伝えることは我々の責務であり、

また、世界の恒久平和を実現することは、人類の願いである。

我が国は、世界で唯一の核被爆国であり、私たち日本国民は、世界のだれよりもそ

の恐ろしさを知っており、その悲劇が繰り返されないことを強く願っている。

よって、射水市は、核兵器の廃絶を全世界に強く訴えるとともに、将来にわたり非

核三原則をまもり、世界と日本、そして我が郷土の平和をまもるため、ここに「平和

都市」とすることを宣言する。

記

一　すべての国の核兵器の緊急廃絶を世界に強く訴える。

一　国是である「核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず」の非核三原則を
将来にわたり厳守する。

一　戦争の悲惨さを子々孫々に伝え、平和をまもる行政を行う。

平成18年12月20日射水市議会本会議において、「射水市平和

都市宣言」が議員提案され、全員賛成で可決されました。

合併前の各市町村でも、それぞれ平和に関する宣言が行わ

れていましたが、射水市として新たに宣言するものです。


